
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（木曽地域） 

平成２９年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 
 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 南木曽町内のリサイクル事業 

事業主体 

（連絡先） 

社会福祉法人南木曽町社会福祉協議会 

木曽郡南木曽町田立１４３-１ 

事業区分 （５）環境保全、景観形成に関する事業 

事業タイプ ハード 

総事業費  ５７８，２３２円（うち支援金：３８５，０００円） 

 

・障がい者の働く場の確保 

・作業効率の向上 

・地域住民へのリサイクル意識の 

高揚 

 

※自己評価【 Ｂ 】 

【理由】 

作業効率が向上し、障がい者が作

業しやすくなった。 

【機械使用の様子】

う       】 

 

 【目標・ねらい】 

 

１) 空き缶圧縮機による圧縮作業とアルミ缶とスチー

ル缶の自動分別を同時に行うことができ、作業時間

の大幅な短縮につながった。作業効率が向上するこ

とにより事業拡大が見込め、より多くの仕事（作業）

を行えるようになった。 

２) 作業効率が上がり、アルミ缶の在庫を抱えなくなっ

たため、アルミ缶のリサイクル受け入れ容量の増加

対応が可能となり、地域のリサイクル事業にさらに

貢献できるようになった。 

町内７カ所に設置されたストックヤードに町民が持

ち込んだアルミ缶等を毎週２回回収している。それを分

別処理や圧縮加工してリサイクル業者に引き渡すこと

で、障害者の働く場を確保するとともに町民のリサイク

ル意識を高める。 

 

・空き缶圧縮機１台購入 

今後とも作業効率の向上を図りながら資源回収を行い、住民のリサイクル意識の啓発を図るこ

とにより環境美化と景観形成に資するよう取り組む。 


